
 

 

長沼静 学院 見学会 利用規約 

・日本国内 在住 方 、当学院 通 検討 方 無料 見学会 （日本語
見学会 ）。 

・ 見学会参加 発生 通信料 客様 負担 。 

・ 受講・接続 関 致 、 本人 責任
、接続 行 。 

・ 見学会参加時 発生 、通信機器 他不具合 、当学院 対応 保証
了承 。 

・参加 予定時間 参加 。 連絡 開始 15 分 参加 場合、
見学会 一旦 。 

・ 見学会 録画、録音、撮影、 他 、SNS 上
公開、複製、2 次利用 禁止 。 第 3 者 同様 行為 禁止 。 

・ 見学会 内容、 、映像、音声、教材 知的財産権 当学院 帰
属 。 、記載事項 商標 知的財産権 当学院 帰属 。 

・当 見学会 利用 際 、以下 定 行為 行 。当学院、及 講師 名誉、
信用、著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権、講師 肖像権 侵害 行為。違法行
為、公序良俗 反 行為。見学会中 食事・飲酒・喫煙 泥酔状態 受講 、当 運用 妨
一切 行為。当 営業行為、営利目的 準備 利用 行為。当 他 利用者・
講師 違法行為 勧誘 助長 行為。当 他 利用者・講師 経済的・精神的損害、 他不
利益 被 行為。犯罪行為 犯罪行為 結 行為。講師 嫌 、暴言、脅迫、誹謗中傷、不
良行為 進行 妨 一切 行為。当学院 一般的 開示 機密情報 詮索 行為。
講師 対 宗教、政治結社、 商法等 勧誘 行為。電子 送受信 含 、 ・

問 、見学会参加者 第三者 当 以外 講師 個人的 接触 行為。講
師 当学院 競合 ・企業 勤務 勧誘 行為。当学院
暴言・脅迫行為、 業務 進行 妨 行為。当学院 不適当 判断 行為。 

・見学会参加者 、上記 違反 行為 起因 当学院 第三者 損害 生 場合、当 受
領終了後 、 法的責任 負 。  

 

 


